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関 東 大 震 災 １００ 年 か ら 学 ぶ   校長 江熊 秀昭 

 関東大震災から１００年が経過し、都や国は様々な 

対策をしてきました。防災や減災への人々の意識も向 

上しています。しかし、それでも一番被害予測が大き 

い東京湾北部地震が冬の夕方に発生した場合には、 

死者約９千、建物被害約３０万です。 

 災害などの混乱の中で、一番怖いのは何でしょうか？ 

無責任な情報とそれに対する人々の反応です。２０１６年 

の熊本地震直後に他県の男性が「動物園からライオンが放 

たれた」とライオンの写真を添え、デマ情報をＳＮＳに投 

稿した。現実を伝えないニセ情報は混乱に拍車をかけ、生 

命を脅かす可能性もあります。 

 関東大震災でも「朝鮮人が井戸に毒を入れた」という流言が広まり、朝鮮人だけでなく、

訛りのある地方出身者も虐殺されるなどの痛ましい事件が発生しました。 

 災害などで多くの人の不安や不満が募り、同じ心理状態になったときに流言が広がりや

すいと考えられています。真偽を確かめずにＳＮＳで引用し、友人やフォロワーに「役立て

ば」と伝えた“善意”の情報がデマだったらどうなるでしょうか？避難行動に影響して人命

が失われたりすることも考えられます。 

 どれだけ建物やライフラインの災害対策を進めても、人間の心理を管理するのは困難で

す。情報を発信する際も、受け取る際も冷静に判断することが必要です。そのためには、日

頃から軽はずみな言動をしない、読書などで 

情報判断力を高めることが大切です。 

 学校生活でも同様です。些細な発言や悪意 

のある言動が、人を傷つけ、いじめへと発展 

する可能性は大いにあります。 

 過去から学び、みんながしあわせを感じら 

れる学校から“社会全体”がしあわせを感じ 

られるような言動のできる責任ある人になっ 

てください。 

関東大地震      都 HPより 

1923（大正 12）年 9月 1日正午 2分前発生 

都内死者約７万  被害住宅棟数約２０万 

デマ 

・ねつ造された意図的な情報 

流言 

 ・一過性、非意図的で広範囲に広がる 

 ・社会的影響をもたらす 

噂の種類 



生徒の活躍 

・バドミントン部 区夏季大会 女子ダブルス第３位 

・吹奏楽部 都吹奏楽コンクール 

  Ｂ組 銅賞 

・ダンス部 小中学生ダンスコンクール東日本大会  

  銅賞 

・歯と口の健康づくり２０２３ 図画・ポスターの部 

  佳作：３名 

・良い歯の表彰 ４６名(３年生対象) 

・ＰＴＡスポーツフェスティバル ドッジビー 

  準優勝  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月行事予定 

 １日 金 始業式 

 ４日 月 生徒会朝礼・安全指導・３年領域別テスト 

 ６日 水 ２年マナー教室 

 ９日 土 土曜授業・セーフティ教室・オープンキャンパス 

１１日 月 生徒会朝礼 

１２日 火 本郷小学校体験入学  

１４日 木 湯島小学校体験入学 

１８日 月 敬老の日 

１９日 火 ３年修学旅行：奈良・京都（～２１日） ２年職場体験（～２１日） 

２０日 水 １年ふれあい給食 

２２日 金 生徒会役員選挙 

２３日 土 秋分の日・櫻木神社祭礼 

２５日 月 学年朝礼 

 


